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・
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物
債
指
数
に
閲
す
る
一
論

木

村

喜

自日

物
情
指
搬
に
つ
い
て
所
謂
理
想
的
た
形
式

E
得
ん
・
と
す
る
企

少
か
ら
ざ
る
機
曾
に
於
て
試
み
ら
れ
穴
主
こ
ろ
で
あ
る

て
は
、
フ
イ
ツ
シ
ャ
ー
に
よ
っ
て
始
め
て
常
暁

T
べ
哲
綿
碕
さ
と

該
地
さ

t
E以
て
纏
め
上
げ
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
↓

Z
足
与
一
国
間

泊、。叫

H
E
E
Z
Eロ
Z
Z
ζ

れ
で
あ
る
。
ァ
イ
ツ
シ
ヤ

1
は
現
に

行
は
れ
て
居
る
諸
形
式
の
み
な
ら
十
、
考
へ
得
ら
れ
る
あ
ら
ゆ

る
形
式
を
単
げ
た
。
そ
し
て
一
々
統
計
材
料
に
基
い
て
計
算
す

る
と
共

ι、
共
等
相
互
の
差
異
を
見
出
し
精
確
さ
を
検
討
し

た
。
頁
ら
に
何
故
一
つ
の
形
式
が
他
の
形
式
よ
り
優
る
か
の
理

由
主
明
か
に
す
る
と
己
ろ
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

一
巻
の
内
容

を
摘
出
し
て
、
〉

m
E己『
O
『
丹
宮
町
〈
岡
田

H5・
片
町
凶
百
回
目
n
H

同
E
E
V
E
q
・

の
附
た
り
を
槙
庖
忙
添
へ
た
所
以
で
あ
る
。
現

今
、
物
債
指
数
問
題
主
フ
イ
ツ
シ
ヤ
ー
の
名
と
が
離
る
可
か
ら

雑

録

物
倒
指
針
に
闘
す
る
一
論

ざ
る
閥
係
に
立
つ
に
至
っ
て
居
る
と
と
は
敢
て
怪
し
む
に
及
ば

左
い
。斯

く
の
如
き
寄
奥
に
も
拘
ら
宇
、

フ
イ
?
シ
ヤ
l
の
物
債
指

激
論
は
少
か
ら
ざ
る
曲
申
者
に
よ
っ
て
反
釘
せ
ら
れ
た
o

フ
ラ
ス

ケ
vd
ベ
ル
も
又
フ
イ

γ
、シヤ
l
の
州
首
作
を
極
め
て
噂
草
す
る
と

た
。
所
謂
飽
和
平
均
は
平
均
の
概
念
を
一
小
首
に
蹴
げ
る
も
白
で

は
な
い
か
。
秤
重
方
法
に
つ
い
て
具
愉
を
唱
へ
た
。
指
数
論
。

中
心
主
活
ナ
車
み
は
左
様
に
蓋
要
た
る
意
味
主
持
つ
も
の
で
あ

ろ
う
か
o

テ
ス
ト
に
つ
い
て
反
封
し
た
。
斥
け
ち
れ
た

n
q
E
'

戸

山

町

叶

-om"
は
絡
し

τ採
る
と
と
を
得
た
い
も
の
か
。
か
く
て
フ

イ
ツ
シ
ヤ

E
の
物
関
指
政
論
は
何
等
窮
極
的
な
解
決
を
も
た
ら

さ
-
な
か
っ
た
さ
考
へ
た
の
で
あ
る
。
斯
く
の
如
き
批
評
は
フ
一
ア

ス
ケ
'
V
ベ
ル

ω採
る
立
場
か
ら
自
ら
解
し
得
ら
れ
る
。
印
ち
物

債
指
数
の
問
題
は
捕
り
物
倒
指
数
白
み
に
係
つ
て
は
解
決
は
困

難
で
あ
る
。
も
っ
と
展
望
を
大
き
く
し
て
庚
く
指
数
左
る
も
白

第
二
十
丸
巻

四
六
五

第

就

四
七
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雑

総

i

物
個
捕
監
に
闘
す
る
一
論

ミ
一
時
鈍
か
ら
究
め
て
か
ミ
ら
泣
け
れ
ば
一
な
ら
ぬ
。
持
る
後
は
じ

め
て
物
倒
指
数
に
つ
い
て
正
し
い
理
解
が
得
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
フ
ラ
ス
ケ
ン
ベ
ル
は
指
数
一
般
を
問
題
と
し
た
。
北
ハ
の
結

果
、
指
数
を
ば
統
計
的
比
較
法
の
一
手
段
主
見
て
行
っ
た
の
で

あ
る
。
此
白
意
味
に
於
て
指
政
問
題
は
統
計
的
比
較
輸
の
拘
殊

周
回
』
な
る
。

E
の
立
場
か
ら
フ
ラ
兄
ゲ
ン
ベ
ル
は
物
倒
指
政

問
題
を
取
扱
っ
た
。
そ
し
て
フ
イ
ツ
シ
ヤ
ー
の
数
理
的
形
式
的

考
察
法
に
反
封
し
た
の
で
あ
る
。
物
偵
指
数
の
問
題
は
諸
形
式

の
機
械
的
危
組
み
合
は
せ
に
よ
っ
て
解
決
す
る
己
占
は
山
梨
た

ぃ
。
仮
令
、
計
算
結
果
を
同
じ
く
す
る
と
主
あ
っ
て
も
異
在
る

形
式
は
具
在
る
意
味
を
持
つ
の
で
あ
る
。
と
の
己
と
は
諸
形
式

白
展
開
に
あ
た
っ
て
常
に
心
し
左
け
れ
ば
在
ら
な
い
h

と
こ
ろ
で

あ
る
。
誌
に
応
用
政
事
と
統
計
器
と
の
直
叫
が
存
す
る
も
の
と

考
へ
た
。
フ
ラ
ス
ケ
ン
ペ
ル
の
此
の
態
度
は
物
慣
指
数
に
於
け

る
所
謂
平
均
的
た
費
動
と
用
調
平
均
の
鍵
動
'
と
の
問
題
の
取
扱

ひ
に
最
も
土
〈
窺
は
れ
る
。

第
三
十
九
巷

回
大
大

第
一
一
一
腕

四
J、

指
数
と
一
言
ム
統
計
A

教
は
こ
つ
の
計
散
の
比
で
あ
る
か
ら
相

制
剖
敷
の
一
一
極
・
と
考
へ
る
己
と
が
出
来
る
。
が
比
較
せ
ら
れ
る
二

つ
の
計
数
は
普
通
一

O
O
E基
地
中
'
と
し
て
置
き
換
へ
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
か
ら
虚
数
で
あ
り
、
賞
教
で
一
罰
さ
れ
る
と
と
る
の
相

劃
激
企
画
別
し
得
ら
れ
る
。
指
数
は
前
て
物
倒
指
数
に
腕
ら
危

一一一一一一-
0. 。
M 
) 

ぃ
。
と
れ
を
経
済
統
計
に
闘
す
る
も
の
だ
け
に
つ
い
て
育
っ
て

も
、
賃
銀
指
数
、
株
式
指
数
、
生
計
費
指
数
な
ど
あ
っ
て
寅
質
的

に
蹟
い
他
用
範
闘
を
持
つ
。
叉
指
数
は
形
式
的
に
官
つ
で
も
臨

用
範
闘
が
大
き
い
。
即
ち
指
数
は
抱
封
蚊
白
み
な
ら
十
栴
封
欺
、

平
均
占
言
っ
た
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
統
計
々
盤
を
塑
形
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
か
く
指
政
を
定
め
て
7
-ア

見
ケ
ン
ペ
ル
は
皐
純
た
る
事
物
に
係
る
か
砲
雑
左
る
事
物
に
係

る
か
忙
上
っ
て
指
数
を
個
別
指
撤
'
F

」
綜
合
指
数
(
円
。
-
『
E-〈
吉

ル
」
陀
分
っ
た
。
個
別
指
数
は
、
こ
れ
を
債
格
に
つ
い
て

言
へ
ば
石
決
と
言
ふ
一
つ
の
特
殊
た
商
品
の
倒
格
指
数
で
あ

る
。
そ
し
て
石
炭
の
み
な
ら
宇
小
饗
主
か
綿
花
止
か
多
搬
の
商

品
目
一
間
格
を
総
合
的
に
比
た
所
謂
一
般
物
債
の
指
政
仕
様
合
指

数
で
あ
る
。



と
の
線
合
指
数
は
個
別
指
数
と
同
じ
く
時
閥
的
場
所
的
、

性
質
的
危
比
較
が
可
能
で
あ
る
が
、
特
に
時
間
的
比
較
が
行
は

れ

τ事
物
の
平
均
白
麹
動
が
明
か
に
せ
ら
れ
る
。
唯
、
綜
合
指

教
の
時
間
的
比
較
に
あ
っ
て
は
、
と
れ
が
構
成
要
素
た
る
個
別

指
数
の
費
動
が
あ
る
己
主
で
あ
る
。
然
か
も
雨
者
の
費
動
は
一

致
す
る
と
は
限
ら
左
い
。
こ
れ
を
物
債
指
数
に
つ
い
て
言
へ

ば
、
総
合
指
数
に
麹
動
が
な
か
っ
た
L

と
し
て
も
、
仙
川
指
数
4

様
に
賢
助
が
司
泣
か
っ
た
と
は
考
へ
ら
れ
た
い

o
b
る
も
の
は
E

vm
の
鑓
勤
に
止
ま
ろ
う
し
、
あ
る
も
の
は

5
%
の
襲
到
に
上
る

E
L
C
が
あ
る
で
あ
ら
う
。
従
っ
て
平
均
の
費
助
以
外
平
均
的
た

麹
動
ル
」
一
E
ふ
概
念
が
生
宇
る
o
雨
者
の
概
念
的
医
別
に
つ
い
て

フ
ラ
ス
ケ
Y
ペ
ル
は
攻
の
様
に
扮
〈
。

四

フ
イ
ツ
シ
ヤ
ー
は
平
均
の
型
ー
と
し
て
六
つ
を
器
げ
た
が
、
所

詞
総
和
平
均
に
よ
る
指
数
は
皐
位
量
債
格
の
綿
和
の
比
で
あ

る
。
今
・
誰
れ
も
が
用
ふ
る
と
と
る
の
記
蹴
を
以
て
示
す
に
営

っ
て
、

K
W
W
・
:
を
基
準
年
度
に
於
け
る
諸
商
品
。
慣
格

雑

録

物
倒
指
蜘
に
闘
す
る
一
泊

『日
の
f古
格
を

PJ 
p，" 

r I 
占

堂J
照
せ
ら
れ
る
且ニ
較
年
度
の

苦

を
一
五
す
も
の
主
し
、

に
よ
っ
て
あ
ら
は
す
も
の
と
す

る
と
、
綿
和
平
均
指
数
は
、

ス
+
3
、
、
+
司
ヘ
、
、
+

可
制
判
4
剖

d

簡
単
に
仰
で
あ
ら
は
さ
れ
る
。
此
の
場
合
如
何

Z
霊

の
平
均
も
無
い
。
砂
栂
一
斤
鍛
一
噸
主
f
h
っ
た
諸
々
の
商
品
。

日
恥
位
量
償
絡
の
総
和
の
比
に
溢
ぎ
な
い
。
元
来
綿
花
・
と
石
炭
と

の
平
均
慣
格
な
る
も
の
は
全
然
考
へ
ら
れ
左
い
の
で
あ
る
。
が

同
じ
商
品
の
異
な
る
場
所
に
於
け
る
慣
格
の
平
均
・
と
解
す
れ

は!

形
式
の

司畑、1E

主雪
ぉl士は
ー:傷
4了1-1
け
ら
れ
左
ν、。
荒

F
、中
n

町。、、十市ロミー一-

注

廿簡
ら車
tL に

手1:/-1;
t型 L

事11ε
-'p'同
"L るm か
ら

数 ザち

は ど
平 Y
!eJ .~ 

の
比と
(れ
;;己
6" よ
。 そコ
「 τ
白

Z 看
手取

需
品
で
あ
る
。
平
均
白
比
は
平
均
の
鑓
動
〈
〈
呂
仰
E
2
5明
白

2

第
二
十
九
谷

回
大
む

第一-一蹴

四
::11. 



雑

鍛

物
価
指
般
に
闘
す
る
一
論

ロ
日
n
E
n
vロ
一
常
国
)
を
あ
ら
は
す
と
と
説
明
す
ゐ
ま
で
も
た
い
U

然
る
に
他
の
型
の
平
均
、

例
へ
は
算
術
平
均
指
披
は

る 官首
材.1且
に t己

首E謹|凶
拍i-I~" 1.:0 

均
指
]止
は

比
旺〉

'j三
1勾
〈

品4
0 

2 

で
示
さ
れ
る
。
こ
れ
に
上
っ
て
晋
収
せ
ら
札

で
あ
る
。
比
の
平
均
は
、

そ
れ
自
ι身
、
比
で
な
〈
平
均
に
止
ま

る
が
、
他
の
比
の
平
均
主
比
較
せ
ら
れ
た
場
合
平
均
的
た
鑓
勤

念
日
nrRFEmm]日
岳
町
〈

O
H
E耳
目
口
問
)
社
あ
ら
は
ず
。
向
き
と

大
さ
止
を
具
に
す
る
諸
'M口
同
の
慣
怖
の
平
均
的
た
鑓
耐
を
示
す

も
の
で
あ
る
。

フ
イ
ツ
シ
ヤ
ー
は
物
悦
指
数
を
諸
商
品
白
相
封
的
情
格
(
喧
?

回目一呈仰向山〈
Z
)
白
平
均
主
解
し
た
。
削
ち
比
の
平
均
が
物
慣
指

放
だ
主
た
す
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
フ
イ
ツ
シ
ヤ
ー
に
よ
る
と

物
償
指
数
は
平
均
的
危
賛
助
を
あ
ら
は
す
も
の
主
た
る
。
に
も

拘
ら
中
プ
イ
ツ
シ
ヤ
l
は
物
倒
指
数
が
物
便
平
準

合
口
自
】
冊
目

〈
巴
〉
を
あ
ら
は
す
も
の
た
る
が
如
く
述
べ
た
。
が
物
償
平
地
中
は

第
二
十
九
巻

四
六
八

亘
O 

第
三
擁

平
均
の
捜
勤
主
一
高

T-と
己
る
の
平
均
の
比
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
。
物
慣
指
数
主
君
。
自
問
。

or書
。
胴
上
と
解
し
た
が
ら
目
立
0

0
『
当
日
晶
g
が
意
味
す
る
と
己
ろ
の
も
の
主
事
げ
る
己
ー
と
は

正
確
を
得
た
も
の
で
な
い
。
フ
イ
ツ
シ
ヤ
ー
は
比
の
平
均
主
平

均
の
比
占
の
形
式
的
直
別
に
想
到
し
た
が
ら
賞
質
的
相
誌
を
看

過
し
て
仕
舞
っ
た
と
フ
ラ
ス
ケ
ン
ベ
ル
は
考
へ
た
の
で
あ
る
。

軍

平
均
の
轡
動
・
と
平
均
的
在
郷
動
'
と
は
論
理
上
に
直
別
せ
ら
れ

る
と
止
以
上
の
通
り
で
あ
る
故
、
と
れ
が
計
算
結
果
も
異
な
ら

ず
る
を
得
た
い
。
即
ち

凶

問
l
h同

V
川
h

ミ

r'a
凶

]
M
ロ

主
な
る
。

フ
ラ
ス
ケ
Y

ベ
ル
は
雨
者
の
概
念
的
相
違
主
高
調
す
る
主
共

に
、
平
均
的
た
描
出
動
が
算
術
平
均
よ
り
も
畿
何
平
均
に
よ
っ

て
、
上
り
よ
く
あ
ら
は
さ
れ
る
も
の
在
る
E
・
と
を
言
ム
。
例
へ

ば
小
姿

E
一
八

O
馬
克
で
一

O
噸
ご

O
O馬
克
?
一

O
噸
買
っ



た
主
す
れ
ば
平
均
封
入
悦
格
は
一
九

O
局
克
で
あ
る
。
此
の
場

合
一
九

O
印
刷
立
で
二

O
噸
問
う
ル
二
八

O
馬
克
止
二

O
O馬
兎

L
C

で
央
々
一

O
噸
づ

L
買
う

k
H入
組
償
制
酬
に
は
麹
り
た
い
の

で
あ
る
。
然
る
に
一
定
則
川
に
於
て
小
委
の
債
格
が
ご
倍
止
な

り
餓
の
悦
仲
怖
が
八
倍
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